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Experimentelle Untersuchung des Parkerschen

Verfahrcus zur CO2-Bestimmung.

VonM

ikio Miyake.

Eingegangen am 11. Juli 1935.

Verfasser stellte eiae experimeatelle 

Untersuchuag uber das Parkersche Ver

fahren zur Bestimmuug voa CO2 an, das 

in die NaHCO3-Losung von 0,0001 Mol 

oder 0,001 Mol uater verschiedenen pH

- Werten aufgeaommen wird. Er be

stimmte einerseits mit dem Haldaueschen 

Apparate den Kohlensauregehalt in der 

Luft, die mit der Natriumbikarbonat

-Losung (0,0001Mol oder 0,001Mol) unter 

verschiedeuer Wasserstoffionen-Koazea

tration im Gleichgewicht erhalten wird,

 andrerseits mit dem van Slykeschen 

Apparate den Kohlensauregehalt in den 

obigea Natriumbikarboaat-Losung. Ver

fasser beautzte ale Losungsmittel das 

Leitungswasser von Okayama. Die Re

sultate zeigtea eine gute Ubereinstim

muag mit dem theoretischen Wert, ins

besondere nahert sich der van Slykesche 

Wert mehr diesem Wert.

Die Resultate lauten folgendermassen:

1) Kohleasauregehalt in der Luft 

mit Haldaneschem Apparat gemessen:
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2) Kohlensauregehalt der Bikarbo- gemessen: 

nat-Losung mit van Slykeschem Apparat

(Autoreferat.)

緒 言

神經 ノ發生 スルCO2測 定 ノ爲1925年Par

kerノ 考 按 セ シ閉鎖 呼吸管 ヲ以 テスルCO2ノ

微量 定量法 バ 一定 濃度 ノNaHCO3溶 液 中ニ

攝 取 セラルルCO2ノ 爲 ニ該溶 液 ノpH値 ガ變

移 セラルル事實 ヨリCO2量 ヲ 算定 スル モ ノ

ニシテ其 ノ方法 ノ據 ル所 ハ次 ノ如 シ.

炭酸ガ水中ニ溶解スル トキハ次ノ式ニ示スガ如

ク解離ス

(1)

Ka=H2CO3ノ 解 離 係 數 ニ シテKendallニ 據 レバ

3.5×10-7ナ リ.

重 炭 酸 曹 達 ハ次 ノ如 ク解 離 ス

(2) •kHCO3•l=•kNaHCO3•lƒÁ

γ=NaHCO3ノ 解 離 係 数 ナ リ.

又 水 中 ニ溶 解 ス ル炭 酸 量 ハ

(3) •kH2CO3•l=•kCO2•lK

K=CO2ノ 吸 收 率 ナ リ.

以 上(1)(2)(3)式 ヨ リ次 式 ヲ得

印チ

今一定濃度 ノ重炭酸曹達液 ヲ用ヰル トスレバ

•kH•l= K•kCO2•l

トナリテ水素「イオン」ノ濃度ハCO2量 ニ比例 ス.

即 チ重炭酸曹達液中ノ水素「イオン」濃度ヲ何等カ

ノ方法ニ依 リテ測 レバ組織ノ發生スルCO2量 ヲ

知ルコトヲ得.

本 法ハ當教室 ニ於 テモ微量CO2測 定 ニ使 用

スル所 ナ リ,而 ミテ溶媒 トシテ普通 ノ蒸餾水

又ハ水道水 ヲ用ヰテ尚 ホ可ナ リ信 用 スベ キ成

績 ヲ擧 グ得 ル ヤ 又1/1.000Molノ 重 曹水 ヲ用

ヒタル場合 ハ如何,之 等ニ就 テ實驗的吟味 ヲ

施 スモ無 用ニ非 ルベキヲ思 ヒ次 ノ實驗 ヲ企 テ

タ リ.

實 驗 方 法

NaHCO3ハParkerニ 從 ヒ0.0001M溶 液 ヲ主

トシテ使 用 シ,尚 ホ比 較 參 照 ノ爲0.001M溶 液 ヲ

モ併 用實 驗 ニ供 セ リ,溶 媒 トシテ ハ常 ニ水 道 水 ヲ

用 ヒ タ リ.

NaHCO3溶 液 ノCO3攝 取 ニ因 ルPH値 變 移 ノ

檢 定 ニ ハSorensen氏 燐 酸 鹽 調 節 液Standard

 buffer solution竝 ニ標 示 藥 トシテ0.02% Brom-
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316 三 宅 幹 夫

kresolpurpur及 ビ0.04% Bromthymolblauヲ 使

用 シ 又時 トシテMellvaine氏 枸櫞 酸 燐 酸鹽 調 節

液 ヲモ參 考 トシテ 使 用 セ リ.

上 記 調 節 液 ニ 標 示 藥 トシテBromthymolblau

ヲ加 へ比 色 ス ル ニ 余 ガ使 用 セ ルNaHCO3溶 液 ノ

pH値 ハ7.4ナ リキ.

第1實 驗 トシ テ 内容 約300.0ccヲ 有 スルBar

croft氏Tonometerニ 約1/3容 量 ノNaHCO3溶 液

ヲ容 レ 其 ノ10.0c0ニ 就 キ 約1.0ccノ 標 示 藥 ヲ 加

へ,次 デCO2ヲ 吹 入 シ密 栓 後概 ネ12-13℃ ノ水

中 ニテ20-30分(時 トシテ60分)間Tonometer

ヲ囘 轉 シテ 十分CO2ヲ 吸 收 セ シ メ タル 後Tono

meter内 ノ空 氣 ヲ採 取 シHaldane氏 瓦 斯 分 析 器

ニ依 リ分 析 シCO2量 ヲ測 定 シ,液 ニ就 テ ハ 比色 法

ニ依 リテpH値 ヲ定 メ タ リ.

第2實 驗 トシテ ハ 主 トシテ 試 驗 管 内,時 トシテ

ハTonometerヲ 利 用 シNaHCO 3溶 液 ニCO2ヲ

通 シ 其 ノpH値 ヲ 比 色 的 ニ檢 シ タ ル 後 該 溶 液

1.0ccヲ 取 リvan Slyke氏 血液 瓦 斯 測定 器 ニ テ

CO2量 ヲ 測 定 シ 以 テ 直 接 ニ 其 ノ容 量%,更 ニ

10.0cc中 ノCO2ノmg量 ヲ算 出 セ リ,尚 ホ 此際 可

檢 液 稀 釋用 水 ハ 煮 沸 冷 却 セル水 道 水 ヲ使 用 シ,瓦

斯 量 ハ0℃, 760mmHgノ 標 準 氣壓 ニ換 算 セ ル コ

ト勿論 ナ リ.

ParkerハO.0001M NaHCO3溶 液 ノpH値 ガ

CO2攝 取 ニ依 リ7.78ヨ リ7.36ニ 變 移 スル ヲPa

 litzsch氏 硼 砂 棚酸 鹽 調 節 液 ニ 標 示 藥 トシテPhe

nolrot液 ヲ加 へ タ ル モ ノ ヲ以 テ 比色 檢 査 セ ル モ,

 Haldaue及 ビvau Slyke兩 器 ニ 於 テ ハ該pH値

ニ於 ケ ルNaHCO3溶 液 ニ含 有 セ ラ ル ルCO2ノ 定

量 ハ不 可 能 乃 至 極 メテ 不 正確 ナ ル ヲ以 テ 余 ハ下 記

實 驗 記 録 ニ示 ス ガ如 キpH値 ノ範 圍 内 ニ 於 ケル測

定 ニ止 メ タ リ.

實 驗 成 績

上 記 實 驗 方 法 ニ依 リNaHCO3溶 液 各pH値 ニ

於 ケルTonometer内 空 氣 ノCO2含 有 量 ヲ計測 セ

ル ニ下記 諸表 ノ如 キ 成 績 ヲ得 タ リ.

第1表

0.0001Mol NaHCO3溶 液 ト平 衡 ニ達 セ ル時 ノ空 氣 中 ノCO2量(Haldane氏 法)
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本表 中平均誤差(E)ハ 次 ノ如 ク計算セリ

εハ各計測數 ノ平均誤差, Sハ 毎囘測定値 ト平均

數 トノ差 ノ自乘 ノ總和, nハ 測定囘數 トス,以 下

各表ニ就テ皆同ジ.

NaHCO3溶 液各pH値 ニ於 ケル理論上ノCO2

含有量ハ前記セル

ナ ル數 式 ニ ヨ リ10.0cc中 ニ 於 ケ ルCO2mg量 ヲ

算 出 ス而 シテKa値 ニ關 シテScudderハ3.4×

10-7ト セル モRay, Parker等 ハKendallニ 從 ヒ

3.5×10-7ト シテ計 算 セ ル ヲ以 テ 余 ハParker氏

法 ノ實驗 的 吟味 ノ 意 味 ニ 於 テKendallノ 提 示 セ

ル 數字 ヲ襲 用 セ リ.

尚 ホ γ値 ハNaHCO3ノ 濃 度0.00001 Molナ ル ニ

依 リ1ト シ, CO2ノ 吸 收 率 モ亦1ト セ リ.

即 チ次 式 ニ ヨ レ リ.

參 考 ノ爲pHト 〔H〕 トノ値 ヲ掲 グ.

pH 5.3=0.50•~10-6pH 

5.6=0.25•~10-5

pH 5.9=0.13•~10-5

pH 6.2=0.63•~10-6

pH 6.5=0.32•~10-6

pH 6.8=0.16•~10-6pH 

7.0=1.00•~10-7

pH 7.2=0.76•~10-7

pH 7.4=0.40•~10-7pH 

7.8=0.16•~10-7

第2表

0.0001Mol NaHCO3溶 液10.0ccニ 於 ケルCO2含 有 量(van Slyke氏 法)
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第3表

0.001Mol NaHCO3溶 液 ト平 衡 ニ達 セ ル時 ノ空 氣 中 ノCO2(Haldane氏 法)

第4表

0.001Mol NaHCO3溶 液10.0ccニ 於 ケ ルCO2含 有 量(van Slpke氏 法)
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考 按

上述 ノ如 ク 〔H〕=K〔CO2〕 ナ ル ヲ以 テ水

素「イオ ン」ノ濃度 ヲ坐標系 ノ縦線 ニ取 リ,炭

酸量 ヲ横線 ニ取 レバ直線 ヲナス,今 若 シ〔H〕

ノ代 リニpHヲ 取 レバpH=Klog〔CO2〕 ヲ ナ

スベ シ,何 トナ レバ

pH=log-1/

•kH•l

ナ レバナ リ.

斯 ク ノ如 ク シテpHヲ 縦線 ニCO2含 量 ノ對

数 ヲ横線 ニ取 ルニ第2,第4圖 ニ示 スガ如 ク.

正 シキ直線 ヲナスヲ以 テ實驗以外 ノ範圍 ニ於

ケルpHニ 對 スルCO2ヲ 求 ムル ヲ得 ベ シ,前

ニ述 ベタル如 クpHヲ7.8ヨ リ7.4ニ 移 動 セシ

ム ルニ要 スル炭酸量 ハ實驗 ニテハ求 メ難 キヲ

以 テ今此 「グ ラフ」ニ就 テ求 ムルニHaldane

氏 法 ニ依 ルモノニ於 テハ次 圖ニ示 スガ如 シ.

同 様 ニvan Slyke氏 法 ニ依 ルCO2含 有量

(第2,第4表)及 ゼ實驗上 ヨリ得 タル數値 ヨ

リ其 ノ對數 ヲ求 メ各之 ヲ 「グ ラフ」 ニ調製 ス

ル トキハ直線 ヲナス コ ト下記 第3,第4圖 ノ

如 シ.

上 圖實測數 ヨ リ得 タル 數 値 ノ 對數曲線 ヲ

extrapolierenシ 以 テParker氏 法 ニテ利 用

セラルルpH値 ニ於ケ ルCO2量 ヲ求ム ルニ次

ノ如 シ.

1. Haldane氏 法 ニ依 ル場合

第

1

圖

第

2

圖

143



320 三 宅 幹 夫

第

3

圖

第

4

圖

2. van Slyke氏 法 ニ依 ル場合

上記 事實 ヨ リ見 テ0.0001Mol NaHCO3溶

液 ヲ使 用 セ ル 場合 ニ ハpH値 變 移 ニ要 スル

CO2ノ 實 驗的 ニ算 出 セル數 量就 中van Slyke

氏 法 ニ依 ルmg量 ハ理論的 ニ算 出 セル量 ト殆

ド一致 ス,然 レ ドモ0.001Mol液 ヲ使用 セル

場合 ニハCo2ノmg量 過 大ナル ヲ以 テ0.0001

M液 ヲ使 用 スル 場合 ト利 用便値 自 ラ異 ルベ

キハ自明 ノ理 ナ リ トス.

結 論

1. Parker氏 法 ニ於 テ使用 セ ラルpHル 値

ニ於 テハ實驗 的計測上得 タル0.0001Mol Na

HCO3溶 液 中 ノCO2攝 取 量 ハ理 論的計測 數 ト

略 ボ相 一致 ス.

2. 0.001Mol NaHCO3溶 液 ニ於テハ其

ノ10.0ccヲpH7.8ヨ リpH7.4ニ 移 動 セ シムル

ニ要 ス ルCO2量 ハ余 ノ實驗 ニ依 ルニ0.00686

mg, 0.001Mol溶 液 ニ於 テハ0.03201mgナ

リ.

本 篇研究ニ際シ生沼教授ハ懇篤ニ指導シ且稿

成ルヤ詳密 ニ之ヲ校閲セラレタリ,茲 ニ謹テ其

ノ賚 ヲ鳴謝 ス.
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